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総
合
司
会
は
亀
井
弘
明
氏

（
副
理
事
長
・
事
務
局
長
）

が
務
め
、
上
田
和
勇
理
事
長

が
同
学
会
の
歴
史
を
振
り
返

り
つ
つ
そ
の
存
在
意
義
を
説

き
、
開
催
に
い
た
る
準
備
を

担
当
し
た
会
員
各
位
の
労
を

ね
ぎ
ら
っ
て
開
会
を
宣
言
。

次
い
で
関
東
部
会
担
当
常
務

理
事
・
中
居
芳
紀
氏
（
元
実

践
女
子
大
学
）
が
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
、
研
究
報
告
を
開

始
し
た
。
な
お
、
今
回
は
研

究
報
告
者
に
そ
れ
ぞ
れ
個
別

の
司
会
者
が
付
き
、
報
告
者

の
詳
し
い
紹
介
や
報
告
内
容

の
簡
単
な
要
約
な
ど
を
担
当

し
た
の
が
特
徴
だ
。

地
球
沸
騰
化
リ
ス

地
球
沸
騰
化
リ
ス

ク
回
避
を

ク
回
避
を

　
最
初
に
江
尻
行
男
氏
（
副

理
事
長
・
東
北
福
祉
大
学
名

誉
教
授
）
が
研
究
報
告
を
行

っ
た
。
同
氏
は
亀
井
副
理
事

長
の
司
会
の
も
と
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
地

域
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

脱
炭
素
社
会
の
形
成
に
向
け

て
―
」
と
題
し
、
地
球
沸
騰

化
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
二

酸
化
炭
素
抑
制
化
方
策
を
論

じ
た
。

　
ま
ず
、
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
せ

ず
に
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
ク

リ
ー
ン
な
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
と
し
て
、
太
陽
光

発
電
と
風
力
発
電
を
挙
げ

た
。
し
か
し
、
こ
の
発
電
は

双
方
と
も
地
方
地
域
に
適
地

を
求
め
て
発
電
施
設
を
設
置

す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ

り
、
生
産
は
地
方
、
消
費
は

都
市
と
な
る
の
で
明
ら
か
に

「
地
産
都
消
」
型
の
構
造
を

形
成
す
る
と
し
た
。
再
エ
ネ

発
電
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
方
に
多

く
の
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
ケ

ー
ス
が
増
加
し
て
、
地
方
に

と
っ
て
は
「
一
種
の
公
害
」

と
な
り
得
る
可
能
性
が
強
い

点
に
留
意
が
必
要
と
説
い

た
。
そ
の
リ
ス
ク
は
、
①
自

然
環
境
と
い
う
自
然
資
本
に

由
来
す
る
リ
ス
ク
（
具
体
的

に
は
災
害
リ
ス
ク
や
バ
ー
ド

ス
ト
ラ
イ
ク
の
よ
う
な
動
植

物
へ
の
影
響
を
与
え
る
リ
ス

ク
、
景
観
を
損
ね
る
リ
ス
ク

な
ど
）
②
騒
音
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
生
活
上
の
リ
ス
ク
③

事
業
者
の
対
応
に
由
来
す
る

リ
ス
ク
④
行
政
へ
の
不
信
リ

ス
ク
⑤
住
民
間
の
分
断
・
対

立
リ
ス
ク
―
な
ど
が
生
じ
る

と
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
法
規
制
に

代
表
さ
れ
る
国
家
行
政
の
対

応
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
や

住
民
の
対
応
が
必
要
だ
と
強

く
主
張
し
た
。
最
後
に
、
将

来
の
展
望
と
し
て
は
、
折
り

曲
げ
る
こ
と
の
で
き
る
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
開
発
に
よ
る

太
陽
光
発
電
施
設
の
小
型
化

や
、
風
力
発
電
の
大
型
化

（
洋
上
発
電
な
ど
）
に
よ
り

リ
ス
ク
減
少
の
期
待
は
大
き

い
と
論
じ
た
。

中
小
企
業
に
お
け

中
小
企
業
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営

の
促
進

の
促
進

　
続
い
て
井
上
昌
美
氏
（
尚

美
学
園
大
学
教
授
）
が
「
中

小
企
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

経
営
の
促
進
に
関
す
る
研

究
」
と
題
し
、
戸
出
正
夫
会

長
（
元
白
鴎
大
学
法
科
大
学

院
）
の
司
会

の
も
と
、
世

界
的
に
取
り

組
み
が
進
む

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
報
告

し
た
。

　
日
本
に
お

い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度

は
向
上
し
て
お
り
、
中
小
企

業
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
積
極
的
企
業
が
増
加
し
て

い
る
と
の
認
識
を
示
し
た

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
限
定

的
だ
と
し
た
。
中
小
企
業
に

お
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積

極
的
な
企
業
で
あ
っ
て
も
企

業
向
け
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
手

引
き
書
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
（
２
０

１
６
）
」
が
示
す
５
段
階
の

う
ち
、
最
初
の
第
１
段
階
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
最
多

で
約
４
割
存
在
し
（
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
２
０
２
３

資
料
に
よ
る
）
、
こ
の
ま
ま

で
は
実
質
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経

営
の
実
践
は
困
難
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張

し
た
。
ま
た
、
前
掲
の
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ

ｓ
」
の
第
１
段
階
に
す
ら
進

め
て
い
な
い
消
極
的
企
業
に

つ
い
て
、
井
上
氏
は
Ａ
「
重

要
性
・
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
消
極
的
企
業
」
と
Ｂ

「
自
社
に
は
無
関
係
と
の
認

識
を
示
す
消
極
的
企
業
」
と

に
二
分
さ
れ
る
と
し
、
Ａ
は

67
％
、
Ｂ
は
33
％
（
長
岡
俊

雄
・
渡
邉
章
央
「
日
本
立
地

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

認
知
度
・
実
態
調
査
の
概
要

と
地
域
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
支
援
の

取
り
組
み
」
『
産
業
立
地
』

２
０
２
１
年
７
月
号
10
頁
図

表
２
）
だ
と
述
べ
た
。
前
出

Ａ
の
消
極
的
企
業
の
う
ち
で

重
要
性
･
必
要
性
を
認
識
し

な
が
ら
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
め
な
い
理
由
は
取
り
組
む

余
裕
が
な
い
と
す
る
企
業
37

％
、
自
社
の
事
業
活
動
に
比

べ
る
と
優
先
度
が
低
い
と
す

る
企
業
15
・
９
％
（
前
掲
・

長
岡
・
渡
邉
論
文
図
表
２
）

だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
性
を
認
識
し

な
が
ら
も
消
極
的
な
の
は
、

本
業
と
は
別
の
取
り
組
み
で

あ
る
と
の
誤
認
が
あ
っ
た

り
、
既
存
の
取
り
組
み
と
の

関
係
性
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
と
論

じ
た
。

　
前
出
Ｂ
の
消
極
的
企
業
に

つ
い
て
は
自
社
の
社
会
的
存

在
意
義
の
確
認
と
と
も
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
係
性
の
理
解

を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、
特

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
し
て
い
る
中
小
企

業
等
の
先
例
事
例
に
よ
り
、

具
体
的
メ
リ
ッ
ト
の
理
解
が

必
要
で
あ
る
む
ね
主
張
し
、

先
例
事
例
と
し
て
は
経
産
省

関
東
経
済
産
業
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
む
中
小
企
業
等
の
先
進
事

例
の
紹
介
」
を
挙
げ
て
い

る
。

　
つ
い
で
井
上
氏
は
、
積
極

的
企
業
に
つ
い
て
も
詳
し
く

検
討
し
、
企
業
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
の
概
要
を
報

告
、
以
上
の
検
討
の
結
果
、

今
後
の
必
要
な
取
り
組
み
と

留
意
点
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

十
分
な
理
解
の
必
要
性
、
特

に
自
社
の
社
会
的
存
在
意
義

の
確
認
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関

係
の
理
解
が
必
要
で
あ
る

旨
、
強
調
し
た
。
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レ

通
信
制
高
校
の
レ
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次
に
、
宮
坂
恵
美
子
氏

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
統

括
教
諭
）
が
「
通
信
制
高
校

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
育
―
現

状
と
課
題
―
」
と
題
し
、
上

田
和
勇
理
事
長
の
司
会
の
も

と
、
向
学
心
に
燃
え
な
が
ら

も
何
ら
か
の
理
由
で
高
校
へ

登
校
で
き
な
い
、
ま
た
は
で

き
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
を
対

象
と
す
る
通
信
制
高
校
の
現

状
と
課
題
を
詳
論
し
た
。

　
現
在
、
通
信
制
高
校
は
全

国
に
２
８
８
校
あ
る
。
一

方
、
高
等
学
校
に
お
け
る
不

登
校
生
は
21
年
に
は
５
万
９

８
５
人
で
、
高
校
生
１
０
０

０
人
あ
た
り
16
・
９
人
、
22

年
に
は
６
万
５
７
５
人
で
１

０
０
０
人
あ
た
り
20
・
４
人

と
急
増
し
て
い
る
。
不
登
校

増
加
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
い
じ
め
、

い
じ
め
を
除
く
友
人
関
係
を

め
ぐ
る
問
題
、
教
職
員
と
の

関
係
を
め
ぐ
る
問
題
、
学
業

の
不
振
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
部

活
動
ヘ
の
不
適
応
、
親
子
の

関
わ
り
方
、
家
庭
生
活
環
境

の
激
変
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
・
遊
び
・
非
行
、
無
気
力

や
不
安
な
ど
で
あ
る
と
す
る

が
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
持

つ
不
登
校
生
に
と
っ
て
、
通

信
制
高
校
の
存
在
は
ま
さ
に

福
音
と
な
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
宮
坂
氏
は
、
所
属

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

（
１
９
６
２
年
設
立
）
の
学

習
方
法
を
紹
介
。
学
習
は
自

宅
で
の
学
習
活
動
と
学
校
で

の
学
習
活
動
に
分
類
で
き
る

が
、
自
宅
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校

講
座
の
視
聴
と
レ
ポ
ー
ト
に

よ
る
学
習
、
そ
し
て
、
ス
ク

ー
リ
ン
グ
へ
の
出
席
が
要
請

さ
れ
、
試
験
を
経
て
単
位
修

得
に
至
る
。
卒
業
所
要
単
位

は
３
年
以
上
で
74
単
位
、
そ

の
他
に
特
別
活
動
と
し
て
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
行
事
な

ど
、
３
年
間
で
30
時
間
以
上

の
活
動
が
要
請
さ
れ
る
。
学

習
の
方
法
は
随
所
に
工
夫
が

施
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座

を
利
用
し
た
し
っ
か
り
と
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ

て
お
り
、
教
科
書
に
沿
っ

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
を
視

聴
し
な
が
ら
学
習
し
、
ネ
ッ

ト
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
学
校

に
送
信
す
る
と
教
科
担
当
教

員
が
添
削
指
導
を
行
い
、
返

信
さ
れ
る
。
９
月
に
は
中
間

到
達
度
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り

（
自
宅
で
実
施
）
、
１
月
に

年
度
末
試
験
が
学
校
で
行
わ

れ
、
レ
ポ
ー
ト
の
範
囲
か
ら

出
題
さ
れ
る
。

　
文
科
省
が
定
め
る
通
信
制

高
校
の
卒
業
条
件
は
前
述
の

通
り
、
①
高
等
学
校
へ
の
３

年
以
上
の
修
学
②
必
修
科
目

を
含
む
74
単
位
以
上
の
習

得
、
③
３
年
間
で
30
時
間
以

上
の
特
別
活
動
―
だ
。
な

お
、
卒
業
資
格
は
全
日
制
高

校
と
全
く
同
じ
で
高
校
卒
業

資
格
が
与
え
ら
れ
る
。
卒
業

後
の
進
路
に
つ
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
高
校
の
22
年
は
卒
業
率

が
93
％
、
合
格
実
績
は
、
４

年
制
大
学
進
学
が
５
０
７

人
、
通
信
制
大
学
42
人
、
短

期
大
学
39
人
、
専
門
学
校
な

ど
３
０
７
人
、
就
職
44
人
で

合
計
９
３
９
人
の
実
績
を
誇

っ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

　
次
い
で
、
全
体
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
、
司
会
役

の
上
田
理
事
長
が
当
日
の
研

究
報
告
の
ま
と
め
と
そ
の
重

要
性
、
必
要
性
と
有
用
性
を

披
露
。
研
究
報
告
が
極
め
て

熱
意
あ
ふ
れ
る
も
の
で
、
研

究
の
価
値
を
大
い
に
高
め
た

と
し
、
出
席
会
員
全
員
の
熱

意
の
盛
り
上
が
り
を
賞
賛
し

た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
に

入
り
、
リ
ア
ル
出
席
者
だ
け

で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者

か
ら
も
熱
心
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
研
究
会
を
閉
じ
た
。

　
最
後
に
戸
出
正
夫
会
長
が

閉
会
の
辞
と
し
て
、
研
究
熱

意
あ
ふ
れ
る
関
東
部
会
、
会

員
の
活
躍
と
学
会
の
一
層
の

発
展
を
祈
念
し
て
本
年
度
の

関
東
部
会
を
終
了
し
た
。

通
信
制
高
校
の
現
状
と
課
題
も
詳
論

亀井氏 上田氏

江尻氏 中居氏

宮坂氏 井上氏

戸出氏

Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会

関
東
部
会
開
催

再
エ
ネ
め
ぐ
る
リ
ス
ク
な
ど
研
究
報
告

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
：
理
事
長
・
上
田
和

勇
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
昨
年
12
月
２
日
、
本
年
度
の
関
東
部
会
を
専
修
大
学

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館
で
開
催
し
た
。
当
日
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
30
人
を
越
え
る
会
員
が
参
加
し
た
。
研
究
報
告
で
は
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
地
域
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
脱
炭
素
社
会
の
形
成
に
向
け

て
―
」
「
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
の
促
進
に
関
す
る
研
究
」
「
通
信
制

高
校
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
育
―
現
状
と
課
題
―
」
を
テ
ー
マ
に
３
氏
が
発
表
し
た
。


